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はじめに

留学候補生になられたこと、お喜び申し上げます。今この文章を書いている私は、足を数箇所骨折していて会社、家族、その他大勢の方々に迷惑をかけている状態で、偉そうなことを言えたものではありません。皆様の受験する際の何かのヒントになればと思い、キーボードをたたいています。

私が98年2月に留学候補生応募書類に記した留学先は、以下の大学、専攻でした。

大学： Carnegie Mellon University

専攻： Master of Science in Industrial Administration (MSIA)

       / Master of Software Engineering (MSE)     ：dual-degree program

そして上記の大学・プログラムのみ受験で、幸運にも上記の通り進学予定です。受験ジャンルとして MBA というよりは、Techno-MBA を強く意識して進めました。ですからこの体験記は、MIS（Management Information System）を意識したプログラムをお考えの方には、多少なりとも参考になるかと思います。また上記プログラムを受験する際、ビジネススクールの受験とコンピュータサイエンスの受験と２段階のステップを踏んでいますが、ビジネススクール受験主導で受験準備を進めました。よって、ビジネススクール受験を考えられている方にもビジネススクール受験に共通する情報はご提供できると思います。

受験体験を語る前に、簡単に私のバックグランドをご紹介いたします。

93年4月    野村総合研究所入社（学部卒；専攻は電気工学） 

     ７月    技術開発本部オープンシステム技術部ネットワーク技術課配属

· 郵政省本省LANプロジェクト、千手チームの一員として参加 他

94年3月    留学を意識した準備（英語の勉強が中心）を真剣に始める。

     4月    流通システム2部に異動

· Ito-Yokadoオープン系実験システムプロジェクト参加

· Ito-Yokado情報系アプリケーション開発

· Ito-Yokadoオープン系システムインフラ、ミドルソフト設計開発

97年6月    流通新システム推進部（新設）に異動

· IY本部系新システムのPCを中心としたインフラ・ベースアプリ設計開発 

98年3月    IY第4次の本部系基盤システムをリリース
98年5月    海外留学候補生に選ばれる。（96年は力不足を感じ見送り,97年は落ちた後）

それでは、これからこの1年間を振り返ってみます。お付き合いください。
受験作業パワー配分
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今回の受験で当初の希望通りの結果をだせた理由は、上記の時間帯から分かるように、スタートダッシュをかけられたことにあると思います。（業務時間の調整ができるような状態にプロジェクトがあった。）この結果、アプリケーション作成をピーク時（11月～1月）より早く始められたので、予備校のカウンセリングも通常の2倍近い時間を割いて頂きました。また、全体を通して直列に物事を処理することができたことが幸運でした。

試験対策・予備校

  TOEFL,GMAT 対策として6月～9月までFirst & Company（水道橋）に通わせて頂きました。この予備校を選んだ理由は、人材開発部からそこのパンフレットが送られてきたからです。このパンフレットが私の社内選抜合格通知になりました。受け取って内容を確認するとすぐに面接を申し込み、5月末には面接の為一度足を運び、6月1日から予備校通いを開始しました。教材の質、量ともイフの方が優れていると思いますが、私のような初心者には、F&Cの懇切丁寧な（過ぎる？）授業がよかったと思います。教材不足は留学同期の方々との教材交換で補いました。

・TOEFL

    候補生に選抜される２年前頃に、市販のTOEFL教材（日本語、英語版とも）をほとんど全て解き、1年間毎月自費でTOEFLを受けていました。しかし海外経験がスキー旅行しかない私にとって、４年かけてもOfficial Scoreで600点を越えることはできませんでした（社内TOEICで900点はとれましたが）。やはり予備校が持っている過去問の山は貴重なマテリアルで、如何にそれに慣れることが重要かと予備校通いで感じました。6，7，8月前半はほとんどTOEFL対策で過ごし、7，8月と本試験を受けたところ8月のテストで満足な手応えを得ることができました（結果は感触より随分悪かったが）。そこで8月でTOEFL対策は一応終わりにし、その後はGMAT対策に専念していきました。

Section1)

    Tapeを繰り返し聞くことによりリズムを体に覚えさせることが大事かと思います。

    また選択肢を早読みする瞬発力、集中力が大事だというのが感想です。長距離を走る

    などして集中力トレーニングも有効（？）でした。また聞き取れなかった問題を

    キッパリ諦められるメンタル勝負のところも多少なりとも意識するポイントかと思い

    ます。

Section2)

    間違えた問題をストックして後で見直しました。このセクションで稼ぐのが一番

    簡単であると同時に、ミスができないプレッシャーがあります。GMATの対策が

    始まると一時的に点数が下がることがあると思いますので、ご注意を。

Section3)

    語彙量が不足しているとTopicによって点数のばらつきが出てきます。速読はだれ

    でもできるとおもいますので、語彙量Upを早目から進められるのをお勧めします。

    私は最後まで語彙量不足でした。これといった対策はないと思いますが、時間不足

    の場合は、設問ごとに本文を参照する方式が有効だと思います。

Test of Written English)

    GMATのAWAとちがい内容より文法、スペルミスが採点基準になるようです。ボ

    リュームより、精度の高い確実な文章の作成を心がけると得点が伸びると思います。
・GMAT
     候補生に選ばれる3年ぐらい前にARCOのGMAT教材を買いましたが、最初の1ページで歯が立たないことを悟り、そのまま封印しておきました。よくGMATはスポーツ、ゲームという人がいますが、最初私にとってGMATは、フランス語のテストといわれてもわからないぐらいのものでした。7月から宿題と授業を受けるだけという状態で、週3回予備校に通いながら“種目”に触れていきました。8月中旬の夏期講習でようやく“全種目“を一通り触れた状態だったので、スタートは一般的にみてかなり遅れていたと思います。立ち上げが遅かった私にとって唯一の救いが毎月実施、即時点数通知になったコンピューターテストでした。以前は、6，10，1月の年3回しかなかったわけですから、かなり助かったと思います。事実8，9，10月の3回の受験で満足いくスコアを出すことができ、10月中旬からアプリケーション作成に専念ことができました。コンピューターテストになっているので、前半戦をじっくり戦うと（正答率が高いと）高得点がでるようです。10月のテストは最悪の感触で、スコアキャンセルでもしようかと思ったぐらいでしたが、結果は過去最高得点でした。

Sentence Correction)

     これは集中力とルール（グラマー）適用スピードの勝負です。F&Cの岩本先生の

     講義を2，3ヶ月受講すれば、必ずベースはできると思います。後は、Official Guide

     の8,9th edition , イフのVerbal特講４ヶ月分だけ解いたのが対策でした。

     一問 90秒を目安にしました。

Critical Reasoning）

    理屈っぽい人は得意かもしれません。日ごろのシステムトラブル切り分け、シュー

    ティングになんとなく似ていると感じながら解いていました（消去法で問題を追求

    していくプロセスが似ている？）。これは種目の理解（パターンの理解）ができた

    ら後は毎日少しでもいいから問題を解きつづけると感が鈍らない、回答時間が短い

    と思います。SCと同様の問題量を解いたのが対策です。解法テクニックを駆使す

    る人が多かったようですが、私はテクニックを使いこなす事が不可能と判断し、読解

    と根性（集中力）だけで対応しました。一問120秒が目安です。

Reading）

    ここでどれだけ稼げるかが点数に大きく左右されると思います。焦らず自分に相性

    のいいTopicがでることだけを祈り、出たときは画面にしがみつく気持ちで乗り切

    りました。これといった対策もなく、テクニックもありませんでした。１パッセージ

    8分が目安でしょうか。

Problem Solving）

    馬鹿にしやすいところでしょう。でも実際満点を取るのは難しいと感じるのではない

    でしょうか？国語（English）の問題で正解を限られた時間内に出せないことがある

    と思います。過去問でコンスタントに95％以上の正解率を取れるまでは、解き続けた

    方がいいと思います。対策はDSも含め Official Guideで十分な筈です。

Data Sufficiency）

     正解を見ると当然とわかるが、罠に落ちてしまい悔しい思いを最初はすると思い

     ます。やはりつまならないミスがなくなるまでは問題を少量でも解きつづけ、感を

     磨きつづけることをお勧めします。“図形の問題では、正解がC（I AND II）にな

     ることは稀である”という前提を忘れずに問題を解くと正解率がUpすると思います。

Analytical Writing Ability)

    書き方のルール（作法）を理解し、実際に10題（Issue、Argument各5題）ぐらい

    トライしてみれば対策として十分ではないでしょうか？（F&CのAWAの講義、添削

    は有意義でした。）出題される問題は決まっているわけですから全ての問題を理解し

    て答案のイメージを作っておければいいのです。特にIssue問題で単語がわからない、

    議題のポイントがわからないとお手上げです。立ち上げの遅くれた私は知らない単語

    を調べておくところまでにとどまってしまいました。本番で難問にかち合っても、

    めげずに落ち着いてTypeし続けてください。意外に出来栄えの感触と実際のスコア

    にズレが生じることがありますので（最悪の感触の１０月が一番まともな点数でし

    た）。

・GRE

    ビジネススクール以外ではGREを使って受験することになります（LawスクールのようにTOEFLだけというところもありますが）。 私はCMUのSchool Of Computer Science の受験にGREが必要でした。GeneralとSubjectの２つがあり、Generalはコンピューターテストで毎月受験が可能ですが、Subject（必要としない大学・プログラムもありますが）はペーパーテストで年数回（12，4，？月）しか実施されません。Subjectは経済、文学、生物…とさまざまな分野がありますが、大学側で分野が指定されている場合は当然それに従います。私の場合は、CS（Computer Science）Subject を受験する必要がありました。日本の情報処理試験の英語版といったところでしょうか。CMU（B-School）の出願、インタビューとすべて終わり、後は結果待ちのみとなった11月後半から対策を開始しました。そしてGeneral、Subjectとも12月のみの受験でした。

General)

     全４セクションから構成されていることが、試験当日解りました。出題順は、

     Quantitative-> Analytical-> (Break) -> Verbal -> Quantitative で、Verbalが終わ

     ったところでScore Reportかと思い、軽くクリックしていると2回目のQが開始さ 

     れました。どちらか一方のセクション丸ごとダミーと思われます。

General-Verbal)

     対策は、予備校のGMATシミュレーションシステムトラブル対応のご褒美として

     Privateレッスンを2度程（1回3時間）うけただけです。語彙のない日本人（特

     に私）には歯が立たないでしょう。長文読解で点数が取れなければ後は時の運です。

General-Quantitative)

     GMATの対策をやっていたのでこれといって行いませんでした。GRE－Power Prep

     をダウンロードしてきて出題形式になれておきました。このセクションだけは満点

     を目指したいところです。GMATのそれと比べずいぶん易しいです。

General-Analytical)

     知能テストのようなクイズのようなものです。時間をかけて考えればできるのでト

     レーニングをつめば点数は伸ばせると思います。２週間ぐらい Power Prep でパタ

     ーンになれたぐらいで本番をむかえました。このスコアをみないというという大学

     が多いとも聞いています。

Subject-CS)

     予備校から借りたCS subject Second Editionを一冊解いただけです。日本の情報

     処理試験では出題されない分野・問題も結構ありました。ペーパーテストで減点

     方式なので、自信のあるところだけをマークするという昔ながらのテスト（GMAT

     もペーパー時代は減点方式であった）の感触を楽しみながら答案を作りました。赤

     羽会館というところの大講堂に、専門分野の異なる留学希望者200人ぐらいが一同

     に会し同時に試験を受けるという奇妙な雰囲気を味わいました。ビジネス、Lawス

     クール以外の留学を考えている人と触れ合う貴重な（？）体験でした。

· 試験に対する私見
 ・試験前日までFull Powerでガンバリ過ぎないことが良い結果をにつながると思います。

   業務と平行しての受験は、かなり体力を消耗すると同時に、疲れにより集中力も低下

   します。TOEFL/GMAT/GRE 何れも集中力次第で大きく点数が変わってきますので、

   せめて前日くらいは体力回復、睡眠不足解消に努めてください。

・GMAT/GREの試験会場は、飯田橋がお勧めです。青山の午後は止めたほうがよいと

   思います。午前のテストの熱が部屋にこもっており、さらに最悪の空調です。

受験校選定（アプリケーション取り寄せ）

     私は、このプロセスが一番苦労しました。なぜなら当初からの留学希望先（CMUのダブルスクール）以外受験先が見つからなかったからです。先に記したとおりTechno-MBA（MIS）というジャンルで探していくと、US News等のRankingでは、MIT, CMU, Texas, Minnesota … とあります。しかしMITはMOTの１Yearプログラムだし、他のMBAプログラムでITに力を入れているといっても結局ITのバックグランドを持っていない人でも受講可能な内容にするために、ベーシックなジェネラルな授業にならざるをえません。コンピュータサイエンスの授業を選択科目で履修できたとしてもレベル、時間的に限界があります。私が長期的な目で自分の将来を考えた時に必要と感じたポイントは、“ITとビジネスの融合“でした。この長期的な視点だけで考えれば上記のようなプログラムできっちりMBAを取得してくればよいのですが、帰国後の短期的な自分の未来像はバリバリに開発できる技術屋でかつ新規顧客を開拓できる（企業経営のツボが押さえられる）営業マンでした。入社以来、技術屋路線でインフラ、ベースソフト開発を中心に仕事をしている自分の仕事の内容が、帰国後大きく変わるとはおもえませんでした。そのためShort TermとLong Term の目的を満たす留学先は、“ITに強いビジネススクールと世界最高のソフトウェアノウハウを習得できる環境”でした。よってComputer Scienceに強い大学という視点でスクールを探したこともありました。するとCMU，Stanford，MIT，Berkley等が顔をのぞかせてきました。さらに留学経験者（MBA, MOT, MSIA/MSE, MA, CS と専門分野は様々）の方々からのアドバイスを頂き、また家族で渡米を考えているので治安も考慮しながら以下のアプリケーションを取り寄せました。CMUのMSEは現地インタビューのときに直接Administratorから頂きましたが、他は大学のホーメページでリクエストをだして入手しました。

            ・CMU（MSIA/MSE or MBMSE）
· U of Pittsburgh（MBA/CS）

· MIT （Management of Technology）

· Texas （MBA）

· Minnesota（MBA）

· Berkley（MBA）

· NYU (MBA)

· この中でSchool of Computer Scienceの受験が要求されるはCMUだけでした。

 （第一希望のCMUだけがGRE、CS用アプリケーションを必要としました）

# CMUのある街、Pittsburghは全米TOP5に入る治安の良さです。

  Texas (Austin) の治安は？ですが、大学周辺のIT企業が魅力でした。

アプリケーション作成

     9月末からF&Cのアプリケーション作成クラスを活用させて頂きました。このクラスは、受験校選定・願書取り寄せの段階からサマースクール指導まで受験作業全体をフォローしてくれる懇切丁寧クラス（始まりは6月ぐらい、定員あり）です。10月1日に初めてカウンセリングを受けました。この時までにビジネススクールのエッセイに共通するテーマ（Short/Long Term Objective他）をまとめてくるように指示をうけ、3ページほどの項目を埋めてカウンセリングに望みました。この初日のカウンセリングで11月になると業務が忙しくなるかもしれない、出願者のすくない年内のほうが有利（？）ではないかという観点からCMUビジネススクールのFirst Dead Line（11月13日）を目指すことを決めました。しかしスコアがこの時点で危険なラインだったので10月のGMATがUpするのを見込んでの（650以上が目標と指導され）出願準備開始となりました。そして10月13日のGMATで、TOEFLのLow Scoreをカバーできる程（？）のScoreを出すことができ、出願決定となりました。

     1校目のアプリケーション作成は、皆さんかなり時間を要すると思います。かってがわからないのと、2校目以降使いまわしのできるもの（レジメ、カバーレター、ワークヒストリー他）が多くあるからです。1ヶ月はみる必要があると思います。

・Essay

     先立って日本語で作成した3ページほどの準備資料のブラッシュアップから始めていきました（特にShort Term Objectiveを洗練）。これだけで２、3回ほどカウンセリングをうけてから実際のCMU（B-school）のEssayに取り掛かりました。まず日本語で徹底的Topicポイントを考えることが重要だと思います。箇条書きでポイントを列記して考えをまとめ、その後文章を発展させていきます。Optional Essay 以外は全てこの段階を踏んで作成しました。Essayの作成に一番留意したのは、当然読み手（Admission Office）です。この方々はビジネススクールを卒業した若い方々が多いようですが、当然ITの専門知識があるわけではありません。自分のキャリアがテクニカルな面が多いだけにそれをいかに“ビジネススクールウケ”するように演出するかをポイントにしました。ご参考までに“ビジネス向け”留学の目的と“CS向け”の両方を添付いたします。システム系の候補生の方はご覧いただければモノは書きようだなと思われる筈です。

      MSEは、プログラム自体が開発管理に焦点を当てているとの情報を現地の学生から得ていたので、そのPointを意識してまとめました。MSE版Essay作成は、GREの試験が終わった12月後半からでした。ビジネス向けに作成済みのEssay（留学目的が中心のEssay）を基に、Software EngineeringのSpecialistウケする内容に作成したつもりです。ほぼ同じTopicを書いているのに、まったく別物ができたような気がします。

・Letter of Reference

      CMU（B-School）では3通の推薦状が必要でした。そこで部長、顧客であるIto-Yokado情報システム部のGeneral Manager、そして大学時代の研究室の教授にお願いしました。大学卒業後5年以上経つと、推薦状は大学より会社の上司からというのが一般的ですが（F＆Cの指導による）、CMU（B-School）では、推薦状に数学能力が評価項目にあったので、理系出身の自分はあえて教授に頼みました。私はビジネススクールを１校しか受験しなかったので各推薦者に一通しか頼みませんでしたが、同一の方に複数の大学の推薦状を頼む場合はあらかじめまとめてお願いするほうがよいと思います。特に社外の方にお願いするときは早目の準備、お願い、頂戴が肝心です。私は出願直前の11月初旬に母校、顧客の本社、事務所と走り回りました。

     CMU（CS）では、ソフトウェア会社で自分の仕事をよく知っている人から2通と指定がありましたので、現在、過去の直属の上司（上級専門職）から推薦状を年末、年始にかけて頂きました。合計でCMUへ推薦状を5通送ったことになります。

・その他

     *英文成績証明書入手するために、自分で科目名を英訳する必要がある大学、お金さえ払えば何通でも英語版の成績証明書をその場で発行してくれる大学などまちまちのようです。関東近辺の大学であれば直接足を運ぶのが良いでしょう。私は10通（\600/通）まとめて入手しましたが、結局手元に9通残りました。入手が簡単にできる場合は焦らない方が良いでしょう。まずは各自ご確認を。

     *アプリケーション作成に際して、Type Writerは使いませんでした。その代わり、MBA-Multi Appソフト、MS-Word を使用しました。過去はType Writerにかなりの手間、暇を奪われていたようですが、これは時間の無駄になります。Multi-Appとコピー機を上手く活用すれば、内容は別として立派なアプリケーションが簡単にできるはずです。

     *YBPにオフィスがある方には、送金小切手作成は横浜銀行本店５F（横浜駅西口駅前）をお勧めします。朝9:00頃から開いていますし、その時間帯であれば5分ほどで作ってもらえます。身分証明書（パスポートなど）を持っていくことを忘れずに。

     *Additional Score Reportの際、TOEFLは電話でのリクエストをお勧めします。確認しながら入力していけるので間違いがないし、FAXリクエストに比べて大学へのスコア送付が早いです。

     *ビジネススクール用アプリケーションの発送は、郵便局（F&C近くの）の国際宅急便を使いました。F&Cの登録ナンバーがついているので後で問い合せわることができます。またCS用アプリケーション発送は、F&CがFederal Express で送ってくれました。

インタビュー

      11月4日にCMU（B-School）のアプリケーションを発送後、インタビュー対策を開始しました。CMU（B-school）は電話インタビューが外国人に課せられていましたが、CMUは第一希望であったので現地インタビューを希望しました。またSchool of Computer Scienceへ顔を売ってくるなども現地を希望した理由でした。対策としてはF&CのPrivate Interview を6回（1時間/回）受けて本番（11月17日）に望みました。疑似インタビュー形式（アドバイス付き）なので大変参考になりました。レッスンをテープに録音するので何度も繰り返し聞いて、短期間でしたがある程度欠点を矯正できたと思います。現地滞在わずか2日でしたが有意義な時を過すことができました。（静岡での結婚式を途中で抜けてそのまま渡米し、日本に戻ったその日から徹夜勤務でしたが…）

現地インタビュー日程

11月16日         1:00  ホテル着

            9:00－15:00  キャンパスチェック＆Interview Room確認

                               （ビデオカメラ片手に）

11月17日  9:30－10:20  MSE Administratorとインタビュー
           10:30－12:00  Dual-Degree2年生とMSEの講義を受講

           12:30－13:10  MSIA2年生とLunch

           13:10－13:25  MSIA1年生（日本人）とチャット

           13:30－14:30  MSIA2年生とMSIAのクラス見学

           14:30－15:00  MSIA2年生とGSIAホールツアー

           15:10－16:00  GSIA Assistant Director と Admission Interview
           16:00－17:30  MSE生（日本人）から情報収集

11月18日 5:00          ホテル発

  Admission Interviewの内容）

· 予備校で対策済み一般的な質問（留学の目的と将来像 等）

· 大学に対する質問（ボランティア活動 等）

· スペシャルクエッション（リーダーとマネージャーの違い 等）

· プライベートな内容（妻との出会い、生まれてくる子供の名前 等）

トラブル

    一年間もなれないこと、初めてのことを次から次へとやっているとトラブルは付き物です。特にわたしの場合は、一難去ってまた一難といった感がありました。数あるトラブルのなかのいくつかとそれに対する対応をご紹介致します。

1． アプリケーションパッケージ取得遅延

CMUのビジネススクールのアプリケーションパッケージが出願締め切り直前まで手元に届きませんでした。電話、E-mail, WEBと何度も頼みましたが、どうやら月一のバッチ処理で送るようで、それに間に合わないと大幅に遅れるようです。パッケージの中には、推薦状の用紙がありこの用紙を使わなければ推薦者に頼むこともできませんし、出来上がったアプリケーションを送ることができません。今回は幸運にも予備校で知り合った友人がすでに願書を入手済みで、CMUは年内には出願しないとのことでそれを頂いてアプリケーションを完成させることができました。逆に早目から何度も催促した大河内君のところにはNYUから最後まで願書が届かず、一度だけWEBでリクエストした私のところに届いたという話もあります。Admission Officeのシステム（人も含め）はあまり信頼のおけるものではなさそうです。

2． TOEFLスコアレポート大幅遅延

CMUのビジネススクールのFirst Dead Line（11/13）に向けてTOEFL,GMATスコアリポートリクエストを10/23にFAXでETSに送りました。通常2週間でスコアは大学に届くはずなのですが、11/13前に届いたのはGMATだけで渡米前になってもTOEFLはついていませんでした。現地から帰ってきて再度聞いてみても答えはNO。私は電話で再度ETSにリクエストを出しました（電話は4日で処理されるとのことですが）。11月末頃になってAdmission StaffがETSに問い合わせても、CMU内の他のスクールに問い合わせても、私のTOEFLスコアは届いていないとのことでした。この時点でAdmission Staffに、“Complete しない私のアプリケーションは Second Roundにまわす”とまでいわれてしまいました。年内にビジネススクールの結果を出さないとCS向けの準備ができない私にとって、それは不合格と同じか決断（他のB-School or CMU-CS）ができないだけに最悪の事態でした。最後の望みはInterviewerの Sharon Joyceさん（Assistant Director，Admission Office）に交渉することだけでした。現地まで出向いた甲斐あって（？）、First Round で審査してくれるとのご返事を頂きました。その後もスコアが届かず、電話、FAXでTotal 7回ほどリクエストを出しましたが、最後にCMUに届いたのは12/17ですから実に最初にリクエスト出してから2ヶ月かかったことになります。First Roundの結果発表が12/18ですからその前日のことです。本来ならばおそらくこの時点から審査は不可能ですが、19日に合格を出して頂きました。本当にSharonさんのおかげだと思っております。数ヶ月後手元に5回分のTOEFL スコアレポート代の請求書が残りました（2回分はロスト？）。ETSのお役所作業、信頼してはいけません。

3． GRE Subject Test  STANDBY受験

これはトラブルというより私がボケていたというべきでしょう。MSEの受験をする条件に GRE が必要なのは夏前からわかっていて、GRE もコンピューターテスト化されていて毎月受験が可能なこともおさえていました。しかし、GeneralとSubjectではテストが完全に分離されていて、Subjectはペーパーテストで、年数回しかチャンスがないということを知ったのは12月にはいってからでした。当然12月のテストの締め切りははるか昔の10月後半。次回のテストはナント4月。MSEのDead Lineは1/31一回きり。絶望とおもいながらCouncil に問い合わせてみると12/12のSubjectテストにはComputer ScienceのSubject Test 受験予定者が5名いて、それにあわせて予備の教材が１つだけ日本に送られてくるとの情報を得ることができました。しかしその教材が使えるかどうかは当日の試験官の判断に委ねられています（教材に不備が在ったら交換にその教材を使う、受験のための空いている席がないと教材があってもダメ等）。祈るような気持ちで試験会場に開始２時間前には行きましたが、すでに10人ほど受験生らしき人がウロウロ。手にしている教材をみて、Economics、Literature 等を見るとホットしました。試験開始5分前になってようやく受験票を持っている人たちが会場入りし、残った20人弱の人。残ったみんなは、目が真剣でした。さっと一列に並ぶが私は頭から５人目。一人一人希望Subjectを試験官に告げる。緊張と興奮はピークに達し、ようやく自分の番。”Computer Science，please! ” と、Visa Cardと共に一言。やはり準備は早め、早めです。必要以上にスリルを味わいたい人は、私のようにのんきに物事をすすめてください。

4． 骨折

過去の留学生の体験談を読むと、歯が抜けた、かけた等の表現がありました。かなり体に負荷をかかることが明らかであったので、私は、6月から歯医者にも通い始めました。虫歯はなかったのですが、10年ほど歯医者に行っていなかったので2月までかけて十分にCareしました。その結果歯の調子もよく、体調を崩すこともなく受験を終了することができました。しかし1年近くまともに運動しなかった私の体（骨）は想像を絶するほど弱っていました。その結果が3月のまさかの骨折です。人間いつ何が起こるかわかりません。受験終了後もお気を付けください。このトラブルに対する対応はおとなしくしていることです。

試験・受験結果

TOEFL               S1―S2―S3（TWE） TOTAL
        7月          55－58－61          580

        8月          59－65－57（4.0）    603    出願

GMAT                V－Q （AWA）      TOTAL
        8月          21－48（3.0）        570

        9月          25－49（3.0）        620

       10月          32－49（3.5）        680    出願

GRE-General          V － Q － A        
       12月          260－780－480               出願

    GRE-Subject

  Computer Science

           12月               500                    出願

    受験結果１

            大学名 ：Carnegie Mellon University

            学校名 ：Graduate School of Industrial Administration

      プログラム名 ：Master of Business Management and Software Engineering(MBMSE)

          受験結果 ：12月19日合格(GSIA側の合格)

    受験結果２

             大学名 ：Carnegie Mellon University

             学校名 ：School of Computer Science（＆Software Engineering Institute）

       プログラム名 ：Master of Business Management and Software Engineering(MBMSE)

           受験結果 ：2月19日合格(SCS側の合格)

    最終結果

      20ヶ月Joint－Degreeプログラム（MBMSE）で出願して合格しました。

      サマースクールとMSEの卒業式をスキップすると、24ヶ月（夏休なしの3学期/年

      かつ、1学期あたりsingle-degree(MSIA)の約1.5倍の授業が課せられる）で、Dual-degree

      プログラムを終了できることがわかりました。そこでMSE‐Administrator, MSIA‐

      Directorから了承を頂き、Dualに変更しました。よって99年８月に渡米し、2年後

      の8月帰国予定です（1年目はGSIAのみ、2年目はSCS中心のカリキュラムです）。

        最終進学先

           Master of Science in Industrial Administration（MSIA）／

           Master of Software Engineering （MSE）             Offered by GSIA and SCS

謝辞

       今回の留学準備にあたり大変大勢の方々にお世話になりました。まずこの貴重な機会を与えてくださった野村総合研究所の役員、人事部の方々に感謝の意を表したいと思います。また社内選考の段階からご丁寧な指導していただいた流通新システム推進部村山部長、留学の際してお忙しい中朝早くから長時間にわたりお話をしていただいたIto-Yokado情報システム部の岡村GM、怪我によりご不自由な体を推して推薦状を作成していただいた恩師野口教授に心からお礼を申し上げます。長期に渡り業務調整して頂き、またソフトウェア業界の大先輩として推薦して下さった流通新システム推進部谷本、松本両マネージャーには、大変感謝しております。

       予備校、教材等受験作業全体をサポートしていただいた人材開発部の田中さん、大湾さん、出願の際に無理をお願いして財務証明を完成して頂いた比留川さんにも感謝の意を表したいと思います。また出願先選定を始め様々な角度から指導いただいた、赤木様、中村様、乗松様、小塚様ありがとうございました。既に留学を経験された方々のアドバイスは大変参考になり、発散する自分の考えを収束の方向にもっていくことができました。

      そしてなによりも心強かったのは、仕事をしながら受験をともにしたNRI留学同期の方々の励まし、アドバイスでした。それぞれ思い思いの準備をするなかで最新の情報をタイミングよく共有できたのがなによりも有益であり、励みになりました。

      また留学準備を希望とおり進めることを可能としていただいた中川さんをはじめチームの方々誠にありがとうございました。Essay作成を効率的にすすめることができたのは宮内SMのご厚意（Mebiusご提供）のおかげです。

      最後に受験につきあってくれた妻に感謝したいと思います。4月に結婚、5月に妊娠が発覚し新婚旅行がなくなり、6月から予備校通いで新婚生活もなくなりましたが、夏期講習をはじめ弁当、水筒持参で通勤、通学できたことは、精神的、時間的にも助かりました。大きなお腹をしながら何ヵ月も受験生の面倒をみるのは苦労が耐えなかったと思います。そしてもう一人、親父の受験が一段落する１月まで無事にお腹で育って、生まれてきてくれた長女千紘にも感謝いたします。

最後に

     末筆ながらこれから留学準備を始められる皆様が、留学中、卒業後も満足いくプログラムに進学されることをお祈りしております。私の思い出落書きにお付き合い頂き誠にありがとうございました。

ご参考

ご参考までにアプリケーションの一部添付させていただきます。

【１．Resume,   ２．Essay A       （B-School向け：留学希望理由、目的）,

                ３．Statement of Purpose （CS向け：留学希望理由、目的）】







_987343174.xls
Sheet1

				6月 ６ガツ		7月 ７ガツ		8月 ８ガツ		9月 ９ガツ		10月 １０ガツ		11月 １１ガツ		12月 １２ガツ		1月 １ガツ

		TOEFL対策 タイサク

		GMAT対策 タイサク

		願書取寄せ ガンショトリヨ

		願書作成（MSIA) ガンショサクセイ

		出願（MSIA) シュツガン												☆（4日） ヒ		◎（19日合格） ヒゴウカク

		インタビュー対策 タイサク

		現地インタビュー ゲンチ												☆（17日） ヒ

		GRE対策 タイサク

		願書作成（MSE) ガンショサクセイ

		出願（MSE) シュツガン																☆７日 ヒ






_987504755.xls
Sheet1

				6月 ６ガツ		7月 ７ガツ		8月 ８ガツ		9月 ９ガツ		10月 １０ガツ		11月 １１ガツ		12月 １２ガツ		1月 １ガツ

		留学準備時間 リュウガクジュンビジカン		100		130		150		130		100		50		50		20

		業務残業時間 ギョウムザンギョウジカン		40		40		30		40		50		50		60		90





Sheet1

		



留学準備時間

業務残業時間

時間

月あたりの留学準備にかけた時間




